
ト
ル
コ
「
人
災
」
地
震
に
「
民
間
」
救

助
隊
が
活
躍

宇
田
有
三

八
月
一
七
日
午
前
三
時
二
分
、
ト
ル
コ
の

西
部
が
約
四
五
秒
間
、
激
し
く
揺
れ
た
。
（
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

）
地
震
が
起
こ
っ
て
三
週
間

7.4

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
い
ま
だ
瓦
礫

の
下
に
は
、
一
万
人
を
越
え
る
市
民
が
埋
ま

っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
地
震
に
よ
る
死
者

の
数
は
今
後
、
四
万
人
に
達
す
る
可
能
性
さ

え
あ
る
。

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
在
住
の
、
ト
ル
コ
政
府
関

係
の
建
築
技
師
は
、
「
地
震
の
犠
牲
者
の
多

く
は
、
倒
壊
し
た
建
物
の
下
敷
き
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
粗
悪
な
材
質
の
建
築
資
材
を

使
っ
て
手
抜
き
工
事
を
し
た
建
築
業
者
と
違

法
建
築
を
見
逃
し
て
き
た
行
政
の
責
任
だ
」

と
言
い
切
る
。

地
震
直
後
、
ト
ル
コ
軍
の
救
出
活
動
は
、

犠
牲
の
多
か
っ
た
民
間
人
よ
り
も
軍
関
係
者

の
方
を
優
先
さ
せ
た
。
「
救
出
作
業
が
も
っ

と
早
か
っ
た
ら
多
く
の
人
を
救
出
で
き
た
の

に
」
。
政
府
を
非
難
す
る
声
が
あ
が
っ
た
。
一

方
、
外
国
の
救
援
チ
ー
ム
の
救
助
活
動
は
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
た
。
自
国
の
救
援
部
隊
の
陰
が
薄
く
な
っ
た
と

感
じ
た
ト
ル
コ
政
府
は
、
公
式
な
ル
ー
ト
で

要
請
し
た
外
国
の
救
助
隊
に
対
し
、
現
場
で

の
捜
索
依
頼
を
次
第
に
出
さ
な
く
な
っ
て
い

っ
た
。
ト
ル
コ
の
災
害
対
策
本
部
の
す
ぐ
そ
ば

に
キ
ャ
ン
プ
を
張
り
、
救
助
要
請
の
指
示
を

待
つ
外
国
の
救
助
チ
ー
ム
を
多
く
見
た
。

「
俺
た
ち
は
、
救
助
に
や
っ
て
き
た
の
に
。
い

つ
に
な
っ
た
ら
動
け
る
ん
だ
」
。
そ
う
言
う
救

助
隊
員
の
声
も
聞
い
た
。

「
国
」
派
遣
の
救
助
隊
は
身
動
き
が
と
れ

な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
状
況
で
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の
人
命
を
救
お
う
と
救
助
活
動

を
続
け
る
「
民
間
」
の
救
援
隊
の
姿
が
あ
っ

た
。
日
本
レ
ス
キ
ュ
ー
協
会
（
本
部
・
大
阪
）
か

ら
派
遣
さ
れ
た
松
崎
正
人
（

）
・
直
人
（

）

26
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兄
弟
の
姿
で
あ
る
。

二
頭
の
救
助
犬
（
Ｒ
・
Ｊ
と
ド
イ
ル
）
を
つ
れ

て
現
地
に
乗
り
込
ん
だ
二
人
は
二
十
二
日
、

ヤ
ロ
バ
市
で
活
動
を
共
に
し
て
い
た
日
本
政

府
の
救
助
隊
が
撤
収
し
た
後
、
被
害
が
最
も

ひ
ど
い
ア
ド
パ
ザ
ル
市
へ
入
っ
た
。

「
生
存
者
が
い
る
」
。
そ
の
情
報
を
も
と
に

翌
日
午
後
六
時
過
ぎ
、
彼
ら
は
救
出
現
場
へ

向
か
っ
た
。

高
層
ア
パ
ー
ト
の
瓦
礫
の
山
に
登
っ
た
二

人
と
二
頭
は
早
速
、
生
存
者
の
位
置
確
認
を

始
め
る
。
二
頭
の
犬
は
、
あ
る
特
定
の
場
所

で
生
存
者
の
反
応
を
示
し
た
。
松
崎
兄
・
直

人
、
デ
ン
マ
ー
ク
人
、
ト
ル
コ
兵
、
現
地
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
四
人
も
ま
た
、
生
存
者
の
確

認
を
し
た
。
余
震
が
来
た
ら
、
い
つ
崩
れ
落

ち
る
か
も
知
れ
な
い
場
所
で
救
出
作
業
を

続
け
る
。

地
震
対
策
の
ト
ル
コ
本
部
へ
、
瓦
礫
を
撤

去
す
る
た
め
の
重
機
械
を
要
請
す
る
が
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
。
二
人
を
含
め
、
そ
の
場

い
た
現
地
の
ト
ル
コ
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

は
仕
方
な
く
、
手
作
業
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片

を
取
り
除
き
始
め
た
。

朝
七
時
ま
で
続
い
た
徹
夜
の
救
出
作
業

は
実
を
結
ば
な
か
っ
た
。
「
救
出
隊
が
い
れ

ば
」
。
救
出
現
場
を
い
く
つ
も
見
て
、
私
は
何

度
も
思
っ
た
。

自
然
災
害
の
犠
牲
者
を
救
う
の
に
、
そ
の

活
動
の
障
害
と
な
る
壁
が
い
く
つ
も
あ
っ

た
。
こ
の
地
震
の
「
人
災
」
と
い
う
べ
き
側
面

を
今
後
、
き
ち
ん
と
検
証
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

救出の手伝いにやってきたトル
コ市民の見守る中、瓦礫の山
に登って、救出活動をする松
崎兄弟。


